
希
服
式
獅
子
像
を
作
り
噴
水
口
は
豪
柱
の
上
端
鰐
形
の
周
園
に
六
ヶ
所
其
他

に
六
十
四
個
所
を
設
け
水
を
傘
形
に
落
下
せ
し
む
る
楷
造
な
る
が
所
々
に
色

電
灯
を
装
置
し
た
れ
ば
夜
間
は
一
層
の
美
観
を
呈
す
べ
し
尚
ほ
噴
水
塔
の

高
さ
は
四
間
、
坪
敷
は
六
十
六
坪
五
合
と
し
て
周
園
の
圃
形
池
に
湛
へ
た
る

ポ
ッ
プ

水
を
川
上
式
卿
筒
を
用
ゐ
循
環
法
に
よ
り
て
噴
水
せ
し
む
る
仕
掛
な
り
。

（
『
書
画
骨
直
雑
誌
』
第
六
号
。
明
治
四
十
年
四
月
）

△
模
型
日
本
橋
々
上
の
家
康
と
道
濯
の
銅
像
据
え
ら
れ
候
。
家
康
は
陣
利
織

姿
武
装
の
者
、
道
灌
は
山
吹
に
見
覺
あ
る
狩
の
装
束
に
候
。
い
づ
れ
も
美
術

學
校
に
て
原
型
よ
り
吹
き
上
げ
し
も
の
4

由
に
候
〔
実
際
は
乾
漆
像
。

ー
l

編

者
註
〕
。
又
石
行
に
て
は
第
二
琥
館
の
浮
彫
、
第
三
琥
館
前
の
綾
織
呉
織
の

立
像
な
ど
あ
り
候
。
い
づ
れ
も
美
術
學
校
作
の
由
〔
後
者
は
光
雲
個
人
の
作

ー
編
者
註
〕
。
會
よ
り
是
等
の
為
感
謝
朕
を
出
す
由
に
候
。
美
術
館
外
車
坂

門
内
に
白
井
雨
山
氏
作
紀
念
銅
像
標
本
出
で
候
。
胸
像
は
狩
野
芳
崖
に
し
て

嚢
に
附
け
る
裸
憫
婦
人
は
其
僻
記
を
ひ
ろ
ぐ
る
に
候
。
面
白
く
見
ら
れ
候
。

（
『
美
術
新
報
』
第
六
巻
第
二
号
。
明
治
四
十
年
五
月
五
日
）

●
會
場
内
の
諸
彫
刻
第
三
琥
館
染
織
物
陳
列
場
入
口
の
左
右
に
陳
列
せ
る

呉
織
漢
織
〔
漢
織
は
穴
織
に
同
じ
。
ー
編
者
註
〕
は
石
脅
立
像
等
身
大
に
し

て
、
原
型
は
高
村
光
雲
氏
の
手
に
成
り
、
美
術
學
校
に
て
製
作
せ
し
も
の
、

叉
模
型
日
本
橋
中
央
左
右
に
あ
る
太
田
道
灌
、
徳
川
家
康
の
二
銅
像
〔
乾
漆

製
ー
編
者
註
〕
は
白
井
雨
山
氏
の
原
型
製
作
に
か
4

り
同
じ
く
美
術
學
校
の

手
に
成
り
、
第
二
琥
館
の
ア
ポ
ロ

、
ヴ
ィ
ナ
ス

、
童
兒
の
石
秤
亦
美
術
學
校

に
て
製
作
せ
し
も
の
な
り
と
。

文
展
開
設

明
治
四
十
年
秋
、
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
（
文
展
）
が
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
官
設
展
覧
会
の
開
設
に
つ
い
て
正
木
直
彦
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

話
が
少
々
前
後
す
る
や
う
で
あ
る
が
、
明
治
三
十
三
年
に
濁
逸
に
居
つ
た

〔
オ
ー

ス
ト

リ
ア
〕

時
、
私
は
岡
田
一艮平
、
福
原
錬
二
郎
の
雨
君
と
共
に
、
澳
太
利
を
訪
れ
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
其
の
時
、
澳
太
利
の
公
使
は
牧
野
伸
顕
さ
ん
で
、
伊
太
利
か

ら
轄
じ
ら
れ
た
ば
か
り
の
虞
で
あ
っ
た
。

會
つ
て
話
し
て
見
る
と
、
大
層
美
術
の
こ
と
に
趣
味
を
持
つ
て
を
ら
れ
、

且
つ
歌
洲
各
國
の
美
術
施
設
に
も
精
通
し
て
を
る
こ
と
が
判
っ
た
。

し
か
も

牧
野
さ
ん
は
、
其
の
時
、
吾
々
三
人
が
揃
つ
て
文
部
省
の
役
人
で
あ
っ
た
為

か
、
し
き
り
に
日
本
に
於
て
も
文
部
省
あ
た
り
で
、
美
術
の
奨
動
法
を
講
ず

〔
フ
ラ

ソ
ス
〕

べ
き
で
あ
る
と
力
説
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
就
い
て
は
是
非
、
佛
蘭
西
の
サ
ロ
ン

の
如
き
も
の
を
文
部
省
が
主
催
す
べ
き
で
あ
る
、
と
云
は
れ
た
の
で
あ
っ

こ
。
t
 勿論
、
吾
々
は
こ
れ
に
大
い
に
賛
意
を
表
し
、
共
々
そ
の
宜
現
に
努
む
べ

⑩
 

こ
れ
ら
の
製
作
品
の
う
ち
白
井
雨
山
原
型
の
太
田
道
灌
像
（
乾
漆
）

は
東
京
芸

術
大
学
芸
術
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
東
京
都
庁
前
の
太
田
道
灌
銅
像
も

同
一
原
型
を
参
考
に
し
て
作
ら
れ
た
。
な
お
、
改
築
日
本
橋
の
装
飾
は
そ
の
後

変
更
し
て
渡
辺
長
男
原
型
の
獅
子
と
麒
麟
の
銅
像
が
取
り
付
け
ら
れ
た
（
明
治

四
十
四
年
）
。

（同
誌
第
六
巻
第
三
号
。
同
年
同
月
二
十
日
）
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（
『
回
顧
七
十
年
』
正
木
直
彦
著
。
昭
和
十
二
年
、
学
校
美
術
協
会
出
版
部
）

こ
れ
に
よ
る
と
正
木
、
岡
田
、
福
原
ら
は
明
治
―
―
―
十
三
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア

こ
。f
 

文

学

博

士

藤

岡

作

太

郎

今

泉

雄

作

0
荒

木

寛

畝

0
川

端

玉

章

子
高
等
師
範
學
校
長
の
高
嶺
秀
夫
、
京
都
の
高
等
工
藝
學
校
長
の
中
澤
岩

太
、
そ
れ
に
扁
原
君
や
黒
田
清
輝
君
、
私
等
が
集
つ
て
、
事
を
進
め
て
居
つ

岡

倉

覚

高

嶺

秀

夫

う
と
い
ふ
の
で
＿帝
大
穂
長
の
濱
尾
新
、
宜
業
學
務
局
長
の
松
井
直
吉
、
女

工

学

博

士

塚

本

靖

そ
の
官
制
が
法
制
局
で
審
議
さ
れ
て
ゐ
る
間
に
、
審
査
委
員
の
詮
衡
を
し
よ

文

学

博

士

大

塚

保

治

ふ
も
の
を
設
け
よ
う
と
云
ふ
こ
と
に
な
っ
た
。

丁
度
、
翌
年
に
は
東
京
博
覧
會
と
い
ふ
も
の
が
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

あ
っ
た
私
と
で
、
其
の
官
制
の
草
案
其
の
他
の
準
備
に
営
る
こ
と
A

し
た
。

そ
の
官
制
の
草
案
が
五
月
に
出
来
、
そ
れ
を
内
閣
へ
提
出
し
た
。
そ
こ
で
、

第
一
部
（
日
本
画
）

（
兼
第
二
部
員
）

（
主
第
二
部
員
）

（
兼
第
三
部
員
）

（
主
第
三
部
員
）

理

学

博

士

松

井

直

吉

主

任

工

学

博

士

中

沢

岩

太

設
け
る
こ
と
に
な
り
、
専
門
學
務
局
長
で
あ
っ
た
福
原
君
と
美
術
學
校
長
で

此
の
間
に
い
よ
／
＼
議
が
熟
し
て
、
先
づ
美
術
審
査
委
員
會
と
い
ふ
も
の
を

主
事
を
命
ぜ
ら
れ
、
次
の
四
十
二
名
が
美
術
審
査
委
員
に
任
命
さ
れ
た
。

文
展
開
会
に
先
立
っ
て
、
四
十
年
八
月
十
―
―
―
日
、
正
木
直
彦
は
美
術
審
査
会

き
こ
と
を
約
し
た
の
で
あ
っ
た
。

然
る
に
明
治
三
十
九
年
に
西
園
寺
内
閣
が
組
織
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
牧
野

さ
ん
が
文
部
大
臣
に
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
吾
々
は
牧
野
さ
ん
の
蹄

〔
ウ

イ
ー
ン
〕

朝
を
待
受
け
て
、
先
年
、
維
納
で
述
べ
ら
れ
た
佛
蘭
西
の
サ
ロ
ン
の
如
き
も

の
を
文
部
省
が
主
催
す
る
、
と
い
ふ
こ
と
を
要
差
し
た
の
で
あ
っ
た
。
丁

度
、
こ
れ
と
内
外
呼
應
し
た
や
う
に
、

〔
治
〕

の
大
塚
保
次
君
等
も
、

子
爵
の
黒
田
清
輝
君
や
、
＿
帝
大
赦
授

政
府
に
於
て
恒
久
性
あ
る
美
術
の
奨
動
機
閥
を
設
＜

こ
〔
国
立
国
会
図
書
館
牧
野
伸
顕
文
内
中
の
大
塚
保
治
提
出
「
美
〕。

こ

れ

に

べ
き
こ
と
を
建
議
し
ナ

術
界
刷
新
ノ

一策
」
（
年
記
な
し
。蒟
蒻
版
）
を
さ
す
か
。

よ
っ
て
、
牧
野
さ
ん
も
大
い
に
心
動
か
さ
れ
て
、
文
部
省
美
術
展
覧
會
と
い

美
術
局
設
置
運
動
を
積
極
的
に
進
め
た

(177
頁
参
照
）
。

公
使
牧
野
伸
顕
に
会
っ
て
そ
の
美
術
奨
励
に
関
す
る
説
を
聴
い
た

こ
と
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
文
部
省
主
催
の
美
術
展
覧
会
開
設
を
計
画
し
始
め
た
ら
し
い
。

官
設
展
覧
会
を
開
設
す
る
こ
と
は
既
に
明
治
十
年
代
末
か
ら
岡
倉
覚
三
ら
が
提

唱
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
岡
倉
は
こ
れ
を
明
治
二
十
八
年
十
一
月
に
当
時
文

部
次
官
で
あ
っ
た
友
人
の
牧
野
伸
顕
に
提
出
し
た
「
美
術
会
議
設
置
二
付
意

（『岡
倉
天
心
全
集
』
第
三
巻
。

昭
和
五
十
四
年
。
平
凡
社
）
の
な
か
で
も
提
言

見
」
し
て
い
る
。
牧
野
は
或
い
は
こ
の
意
見
書
か
ら
多
分
に
示
唆
を
受
け
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
正
木
は
牧
野
に
啓
発
さ
れ
て
帰
国
後
は
美
術
行
政
促
進
の
た
め
の

399 第7節 明治40年



第
二
部
（
洋
画
）

（
兼
第
一
部
員
）

（
主
第
一
部
員
）

0
和

田

英

作

0
岡

田

三

郎

助

0
久

米

桂

一

郎

松

岡

寿

す
る
と
其
の
時
、
新
聞
紙
上
に
、

ー

九
鬼
隆
一
男
爵
が
京
都
へ
行
か
れ
、
大
勢
霊
家
の
集
ま
っ
た
席
上
で
、

「
今
度
、
文
部
省
に
美
術
審
査
會
と
い
ふ
も
の
が
出
来
る
。
こ
れ
は
我
輩
が

文
郡
大
臣
に
勧
め
て
や
ら
し
た
も
の
で
、
自
分
は
審
査
委
員
長
に
な
る
こ
と

に
内
定
し
て
居
る
。
そ
れ
に
就
い
て
京
都
で
は
、
誰
と
誰
を
審
査
員
に
し
て

浅

井

忠

男

爵

0
岩

村

透

0
黒

田

清

輝

(0
印
東
京
美
術
学
校
教
官
）

審
査
委
員
の
人
選
に
は
一
波
濶
が
あ
っ
た
。
正
木
直
彦
は
こ
れ
を
前
出
『
回

顧
七
十
年
』
の
中
に
、
前
掲
文
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

医

学

博

士

森

林
太
郎

工

学

博

士

中

沢

岩

太

主

任

理

学

博

士

松

井

直

吉

大

熊

氏

広

新

納

忠

之

介

小

堀

靭

音

新

海

竹

太

郎

松

本

楓

湖

0
白

井

保

次

郎

山
元
金
右
衛
門
（
春
挙
）

長

沼

守

敬

横

山

秀

麿
（
大
観
）

0
竹

内

久

)II 

合

今

尾

年

芳
―
―
一
郎
（
玉
堂
）

景

0
高
0
石

川

光

明

村

光

雲

野

ロ

邦業

晴
三
郎
（
観
山
）

常
次
郎
（
芳
文
）

吉
（
栖
鳳
）

親
（
小
頻
）

文

学

博

士

大

塚

保

治

竹

内

恒

主

任

工

学

博

士

塚

本

靖

00  
菊下寺橋

池

第
三
部
（
彫
刻
）

（
兼
第
一
部
員
）

（
主
第
一
部
員
）

村崎

広雅

満小

谷

国

四

郎

山

本

中

村

折

正
太
郎

不

第2卒制度改革期 400



議
中
の
官
制
を
一
應
戻
し
て
貰
ひ
、
そ
の
中
に
、
審
査
委
員
長
の
任
命
は
文

と
云
ふ
こ
と
だ
っ
た
。
初
て
、
福
原
と
私
と
が
熟
議
の
結
果
、
内
閣
で
審

部
大
臣
の
奏
薦
に
よ
る
、
と
あ
る
の
を
改
め
て
文
部
次
官
を
以
て
之
に
充
つ

然
し
、
雅
邦
さ
ん
は
岡
倉
と
一
緒
で
な
け
れ
ば
お
受
け
し
な
い
と
云
ふ
。
初

つ
て
其
の
事
を
議
に
掛
け
た
と
こ
ろ
、

『
岡
倉
君
が
一
枚
入
る
と
、
そ
の
為
に
全
謄
の
統
制
が
胤
さ
れ
て
困
る
こ

『
君
等
で
何
と
か
工
夫
し
給
へ

。
…
・:
』

に
、
今
回
の
企
て
に
就
い
て
は
、
誰
か
ら
も
岡
倉
君
の
話
は
出
な
か
っ
た
。

と
云
っ
た
と
こ
ろ
、
牧
野
さ
ん
も
驚
い
て
、

な
る
た
け
閥
係
せ
ぬ
や
う
に
、
と
い
ふ
空
氣
が
醸
さ
れ
て
ゐ
た
。
そ
れ
だ
け

う
。
』

と
の
事
だ
っ
た
。
岡
倉
君
の
こ
と
は
、
先
年
の
騒
動
以
来
、
文
部
省
で
は

鬼
さ
ん
を
委
員
長
に
し
た
の
で
は
、
折
角
の
計
劃
も
成
立
し
な
く
な
る
で
せ

緒
に
願
ひ
た
い

。』

を
御
免
蒙
る
、
と
申
出
て
居
ら
れ
る
方
が
大
分
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
九

『
私
は
お
受
け
し
て
も
よ
ろ
し
い
が
、
そ
れ
に
は
岡
倉
党一
二
さ
ん
も
御
一

『
九
鬼
さ
ん
が
委
員
長
に
な
る
の
で
あ
っ
た
ら
、
こ
れ
に
関
係
す
る
こ
と

交
渉
を
し
て
見
た
と
こ
ろ
、
雅
邦
さ
ん
の
云
ふ
の
に
は
、

と
云
ふ
。
そ
こ
で
吾
々
は
、

と
行
動
を
共
に
し
て

ゐ
る
。
そ
こ
に
難
色
が
あ
っ
た
。

部
省
で
斯
う
い
ふ
事
を
や
る
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
頼
み
申
す
、
と
云
っ
た
の

う
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、

一
方
こ
れ
に
は
美
術
學
校
の
騒
動
以
来
、
岡
倉
君

『
い
や
、
別
に
頼
み
は
せ
ん
。
た
ゞ

、
美
術
界
の
長
老
だ
か
ら
、
近
く
文

頼
む
と
云
は
れ
た
か
ど
う
か
を
確
め
た
。
す
る
と
牧
野
さ
ん
は
、

扱
て
、
其
時
の
詮
衡
の
結
果
と
し
て
、

や
ら
う
」
と
云
ふ
や
う
な
事
を
述
べ
ら
れ
た
。
そ
れ
で
、
指
名
を
受
け
た
人

々
が
非
常
に
喜
ん
で

、

前
祝
ひ
の
會
を
し
た
ー
~

と
云
ふ
や
う
な
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。
こ
れ
は
京
都
の
新
聞
に
先
づ
出
た

の
で
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
東
京
の
新
聞
に
も
出
た
。

す
る
と
其
の
事
を
知
つ
て
、
先
づ
黒
田
清
輝
君
が
、

『
審
査
委
員
長
と
い
ふ
も
の
が
九
鬼
さ
ん
に
決
つ
て
ゐ
る
の
か
？

さ
ん
に
決
つ
て
ゐ
る
の
な
ら
我
輩
は
一
切
こ
の
事
に
関
係
し
な
い

。』

と
云
ひ
出
し
た
。
績
い
て
外
に
も
同
じ
ゃ
う
な
こ
と
を
申
出
る
人
が
出
て

来
た
。
吾
々
は
困
つ
て
し
ま
つ
て
、
牧
野
文
相
に
、
九
鬼
さ
ん
を
委
員
長
に

で
あ
っ
た
。
』

九
鬼

日
本
聾
で
は
ど
う
し
て
も
橋
本
雅

ー
ー
と
云
ふ
や
う
に
役
目
で
そ
れ
が
決
定
し
て
し
ま
ふ
こ
と
に
し
、
大
臣
の

承
認
を
鰹
て
再
び
内
閣
に
進
逹
し
た
の
で
あ
っ
た
。

斯
う
し
て
明
治
四
十
年
の
六
月
五
日
に
、
勅
令
を
以
つ
て
官
制
が
登
表
さ

れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
文
部
次
官
は
澤
柳
政
太
郎
君
で
あ
っ

た
の
で
、
委
員
長
と
い
ふ
こ
と
で
は
、
九
鬼
さ
ん
の
鼻
を
あ
か
す
や
う
な
結

果
と
な
っ
た
。

な
ぢ

九
鬼
さ
ん
は
激
怒
し
て
文
部
省
へ
束
ら
れ
、
大
臣
は
じ
め
吾
々
を
詰
ら
れ

た
が
、
文
展
が
生
れ
る
か
生
れ
ぬ
か
の
境
だ
っ
た
の
で
、
背
に
腹
は
替
へ
ら

れ
ず
止
む
を
得
ぬ
こ
と
だ
っ
た
。

邦
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ん
、
と
云
ふ
事
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
全
會
一
致
さ

を
中
心
に
し
て
日
本
美
術
院
と
い
ふ
も
の
が
創
立
さ
れ
、
雅
邦
さ
ん
は
そ
れ
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と
に
な
り
は
し
な
い
か
？
』
か
し

と
い
ふ
の
で
、
誰
も
首
を
傾
げ
て
ゐ
る
。
す
る
と
、
中
澤
岩
太
君
が
、

『
い
や
、
岡
倉
な
ら
我
輩
が
抑
へ
付
け
る
。
岡
倉
は
我
翡
に
と
つ
て
同
郷

の
後
輩
で
あ
る
。
我
輩
を
日
本
蓋
の
審
査
主
任
に
す
る
な
ら
ば
、
彼
に
問
題

は
起
さ
せ
ん
。
雅
邦
は
ど
う
し
て
も
入
っ
て
貰
は
ん
な
ら
ん
の
だ
か
ら
、
止

む
を
得
ま
い
。
』

と
云
ふ
。
そ
こ
で
、
よ
か
ろ
う
、
と
云
ふ
事
に
な
っ
て
岡
倉
に
交
渉
を
し

た
と
こ
ろ
、
岡
倉
曰
く
、

『
私
一
人
で
は
困
る
。
横
山
大
観
と
下
村
観
山
を
お
取
り
な
ら
、
私
も
微

力
を
盛
し
ま
せ
う
。
・
:
・
:
』

さ
あ
、
斯
う
な
る
と
、
大
分
問
題
が
紛
糾
し
て
来
る
。
だ
が
、
そ
れ
で
は

困
る
、
と
云
へ
ば
、
雅
邦
ま
で
が
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
ふ
。
そ
こ
で
、

『
止
む
を
得
ま
い
。

…
・
:
』

と
云
ふ
こ
と
に
な
り
、
そ
の
代
り
、
別
派
の
若
い
人
を
多
く
入
れ
て
、
そ

れ
に
劉
抗
さ
せ
よ
う
と
云
ふ
こ
と
に
な
っ
た
。
斯
う
し
て
、
東
京
か
ら
は
前

記
の
外
、
老
大
家
と
し
て
川
端
玉
章
、
荒
木
寛
畝
、

山
名
貫
義
、
と
云
っ
た

人
の
外
に
、
寺
崎
廣
業
、
川
合
玉
堂
、
小
堀
靭
昔
と
い
ふ
や
う
な

人

が

入

り
、
京
都
か
ら
は
竹
内
栖
鳳
、
菊
池
芳
文
、
山
元
春
畢
等
が
委
員
に
選
ば
れ

た
の
で
あ
っ
た
。

尚
、
日
本
聾
を
第
一
部
と
し
、
西
洋
霊
を
第
二
部
、
第
三
部
が
彫
刻
と
い

ふ
や
う
な
こ
と
で
、
そ
れ
人
＼
審
査
委
員
を
依
隔
し
た
の
で
あ
る
が
、
営
時

は
、
そ
れ
ら
の
作
家
以
外
、
美
術
批
評
家
と
し
て
、
前
に
述
べ
た
詮
衡
委
員

の
人
々
も
、
そ
の
審
査
に
加
は
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ。t
 

田
春
草
の
「
賢
首
菩
藷
」
、
寺
崎
広
業
の
「
大
仏
開
眼
」
、
野
田
九
浦
の
「
辻
説

法
」
等
の
力
作
が
発
表
さ
れ
、
革
新
派
の
力
量
が
一
般
に
強
く
印
象
づ
け
ら
れ

た
。
西
洋
画
部
門
で
は
本
校
卒
業
生
和
田
三
造
の
「
南
風
」
、
小
林
万
吾
の
「
物

思
」
等
が
、
彫
刻
部
門
で
は
新
海
竹
太
郎
の
「
ゆ
あ
み
」
等
が
好

評

を

博

し

日
本
画
部
門
で
は
竹
内
栖
鳳
の
「
雨
黍
」
、

彫

計

刻

一
、
0
1
0
四
六

下
村
観
山
の
「
木
間
の
秋
」、
菱

一
八
六

―1
0
 

一四

西

洋

画

八

八

日

本

画

六
三
五

八
九

1
0
 

部

門

第
一
回
文
展
は
同
年
十
月
二
十
五
日
よ
り
十
一
月
三
十
日
ま
で
上
野
公
園
元

東
京
勧
業
博
覧
会
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
。
出
品
状
況
は
次
の
と
お
り
で
、
相

当
厳
選
で
あ
っ
た
。

三
二
九

束
し
た
。

応

券

数

出
品
（
入
選
）
数

審
査
委
員
出
品

こ
の
よ
う
に
、
波
瀾
が
生
じ
た
の
は
主
に
日
本
画
部
門
に
つ
い
て
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
審
査
委
員
が
発
表
さ
れ
る
や
、
日
本
美
術
協
会
や
同
会
寄
り
の

比
較
的
若
手
の
画
家
の
団
体
で
あ
る
日
本
画
会
は
こ
れ
を
自
分
た
ち
「
日
本
画

正
派
」
な
い
し
「
純
正
日
本
画
」
を
踏
み
に
じ
る
措
置
で
あ
る
と
し
、
不
出
品

を
決
め
、
委
員
発
表
の
翌
日
（
八
月
十
四
日
）
正
派
同
志
会
を
結
成
し
、
文
部
省

に
圧
力
を
加
え
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
美
術
院
を
は
じ
め
、
大
同

絵
画
会
、
二
葉
会
、
紅
児
会
、
烏
合
会
、
巽
画
会
、
国
香
会
、
江
戸
ッ
子
会
、

天
真
社
な
ど
は
翌
九
月
一
日
に
図
画
玉
成
会
（
会
長
岡
倉
覚
三
）
を
組
織
し
て
結
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本
校
関
係
者
の
出
品
（
入
選
）
に
つ
い
て
言
う
と
、
日
本
画
部
門
で
は
若
手
教

授
の
下
村
観
山
と
寺
崎
広
業
が
上
記
の
作
を
出
品
し
、
助
教
授
結
城
素
明
も
新

し
い
作
風
の
「
無
花
果
」
を
出
品
し
た
が
、
老
大
家
の
教
授
川
端
玉
章
は
平
凡

な
「
木
下
闇
」
を
出
品
し
た
の
み
で
、
同
荒
木
寛
畝
ほ
正
派
同
志
会
へ
の
遠
慮

が
あ
っ
て
か
不
出
品
で
あ
っ
た
。
卒
業
生
で
は
前
出
の
下
村
観
山
、
結
城
素

明
、
菱
田
春
草
や
横
山
大
観
、
木
村
武
山
、
本
多
天
城
等
に
混
っ
て
吉
原
雅
風

（
義
雄
。
三
十
六
年
卒
）
、
勝
田
蕉
琴
（
良
雄
。

三
十
八
年
卒）
、
平
田
松
堂
（
栄
二
、
三

十
九
年
卒
）
や
四
十
年
三
月
に
卒
業
し
た
ば
か
り
の
桐
谷
洗
鱗
（
長
之
助
）
、
荻
生

天
泉
（
守
俊
）
、
山
村
耕
花
（
豊
成
）
等
が
出
品
し
た
。
西
洋
画
部
門
で
は
教
授
黒

田
清
輝
が
「
白
芙
蓉
」
を
、
同
岡
田
三
郎
助
が
「
高
橋
義
雄
氏
肖
像
」
ほ
か
肖

像
画
二
点
を
、
助
教
授
小
林
万
吾
が
前
出
「
物
思
」
を
出
品
。
卒
業
生
で
は
こ

の
小
林
万
吾
や
山
本
森
之
助
、
林
竹
治
郎
（
二
十
五
年
特
別
の
課
程
卒
）
、
中
沢
弘

光
、
庄
野
宗
之
助
、
倉
田
白
羊
（
重
吉
）
、
岡
吉
枝
、
森
川
松
之
助
、
佐
藤
均
等

先
輩
た
ち
と
と
も
に
跡
見
泰
（
三
十
六
年
卒
）
、
橋
本
邦
助
（
同
）
、
渡

辺

亮

輔

（同）
、
和
田
三
造
（
三
十
七
年
卒
）
、
橋
口

五
葉
（
清
。
三
十
八
年
卒
）
、
森
田
恒
友

（
三
十
九
年
卒
）
、
五
島
健
一
―
-
（
四
十
年
卒
）
が
、
さ
ら
に
在
校
生
で
は
有
田
四
郎

（
四
年
生
）
、
久
米
福
衛
（
同
）
、
加
藤
静
児
（
三
年
生
）
、
九
里
四
郎
（
同
）
、
森
田
太

三
郎
（
同
）
、
田
辺
至
（
同
）
、
山
脇
信
徳
（
同
）
な
ど
が
出
品
し
た
。
次
に
彫
刻
部

門
で
は
教
官
の
出
品
は
無
く
、
卒
業
生
の
長
愛
之
（
三
十
三
年
卒
）
、
山
田
政
治

（
同
）
、
細
谷
三
郎
（
三
十
五
年
卒）
、
毛
利
教
武
（
三
十
六
年
卒
）
、
杉
本
伝
（
同
）
、

藤
井
浩
祐
（
四
十
年
卒
）
等
と
、
三
年
生
の
松
井
信
次
が
出
品
し
た
。
こ
れ
ら
本

校
関
係
者
の
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、
日
本
画
部
門
が
一
五
％
、
西
洋
画
部
門

が
三
九
％
、
彫
刻
部
門
が
五
六
％
と
順
次
多
く
な
っ
て
い
る
。
日
本
画
部
門
は

東
京
を
中
心
と
す
る
関
東
勢
と
京
都
を
中
心
と
す
る
関
西
勢
の
出
品
が
六
三
対

三
六
で
、
関
西
勢
の
活
躍
も
著
し
か

っ
た
た
め
本
校
関
係
者
の
出
品
の
占
め
る

割
合
は
小
さ
か
っ
た
が
、
西
洋
画
と
彫
刻
の
部
門
は
関
東
勢
が
大
半
を
占
め
、

中
で
も
本
校
関
係
者
の
活
躍
が
目
覚
し
か
っ
た
。
落
選
者
の
中
に
も
本
校
関
係

者
は
多
勢
い
た
に
違
い
な
い
。
北
村
西
望
と
建
畠
大
夢
は
京
都
市
立
美
術
工
芸

学
校
を
卒
業
し
て
こ
の
年
本
校
彫
刻
科
に
入
学
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
大

急
ぎ
で
制
作
し
た
も
の
を
出
品
し
て
二
人
と
も
落
選
し
た
と
い
う
（
「
私
の
履
歴

書
」
北
村
西
望
。
昭
和
五
十
七
年
五
月
二
十
七
日

1
同
年
六
月
二
十
四
日
『
日
本
経
済
新

聞』）。入
選
者
発
表
当
時
の
模
様
を
小
絲
源
太
郎
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

文
展
が
初
め
て
創
立
さ
れ
た
の
は
た
し
か
明
治
四
十
年
で
、
私
は
未
だ
美

校
の
金
工
科
に
在
學
中
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
の
修
學
旅
行
が
伊
豆
半
島
で
、

そ
の
蹄
り
途
、
偶
々
小
田
原
か
國
府
津
で
買
っ
た
新
聞
に
初
め
て
入
選
者
の

氏
名
が
稜
表
さ
れ
て
ゐ
た
。
生
徒
逹
は
こ
の
華
々
し
い
政
府
展
の
入
選
痰
表

に
興
奮
し
て
急
に
騒
ぎ
出
し
た
。
嘗
時
金
工
科
に
籍
は
置
い
て
居
た
も
の
4

行
末
は
必
ず
油
聾
か
き
に
な
る
つ
も
り
で
ゐ
た
自
分
も
興
密
し
て
同
じ
ゃ
ぅ

に
新
聞
を
引
つ
ば
り
合
っ
た
の
を
記
憶
し
て
ゐ
る
。

洋
画
の
上
級
生
に
ひ
ど
く
派
手
な
一
組
が
あ
っ
て
、
こ
の
旅
行
に
ど
こ
で

集
め
た
か
穴
だ
ら
け
な
山
高
帽
子
の
揃
ひ
を
冠
つ
て
、
そ
の
破
れ
た
穴
か
ら

長
い
髪
の
毛
を
つ
ま
み
出
し
て
、
そ
の
叉
先
ヘ
コ
ス
モ
ス
の
花
を
結
び
つ
け

、
、
、
、

て
1

こ
れ
が
後
の
コ
ス
モ
ス
會
即
ち
藤
田
嗣
治
、
田
邊
至
、
長
谷
川
昇
、

、
、
、

池
部
鉤
等
々
鉾
々
た
る
顔
振
れ
を
生
み
出
し
た
ク
ラ
ス
だ
け
に
こ
の
第
一
回

の
登
表
に
も
相
営
の
入
選
者
を
出
し
た
ら
し
く
一
層
元
氣
づ
い
て
騒
ぎ
廻
つ

て
ゐ
た
。
私
と
同
級
に
大
野
〔
隆
徳
〕
君
、
小
寺
〔
健
吉
〕
君
、
富
田

〔温
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一
郎
〕
君
等
が
居
て
學
科
の
時
間
に
は
同
じ
数
室
で
顔
を
合
せ
て
ゐ
た
の
だ

が
、
私
を
指
導
し
て
く
れ
た
の
は
こ
の
コ
ス
モ
ス
會
の
連
中
だ
っ
た
。
特
に

藤
田
、
長
谷
川
、
加
藤
〔
静
児
〕
の
三
氏
に
は
い
つ
も
、
作
品
の
批
評
を
し

て
も
ら
っ
て
ゐ
た
。

（
『
憶
ひ
出
す
ま
4

に
」
小
絲
源
太
郎
『
日
本
美
術
』
第
二
巻
第
四
号
明
治
美
術
研

究
号
。
昭
和
十
八
年
四
月
。
な
お
、
伊
豆
修
学
旅
行
の
詳
細
は
『
東
京
美
術
学
校

校
友
会
月
報
』
第
六
巻
第
三
、
第
四
号
参
照
。
）

確
か
に
、
藤
田
嗣
治
ら
の
ク
ラ
ス
（
西
洋
画
二
年
）
で
は
入
選
者
が
五
人
も
出

た
の
で
あ
る
か
ら
、
生
徒
の
興
奮
も
尋
常
で
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

文
展
は
、
そ
の
是
非
は
兎
も
角
、
画
家
や
彫
刻
家
の
登
龍
門
と
な
っ
た
。
し

た
が
っ
て
本
校
の
生
徒
た
ち
は
否
応
な
し
に
関
心
を
持
た
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
。
先
輩
の
和
田
三
造
は
「
南
風
」
に
続
い
て
「
熾
燻
」
（
四
十
一
年
第
二
回
文

展
）
が
最
高
賞
の
二
等
賞
を
獲
得
し
て
一
躍
画
壇
の
籠
児
と
な
り
、
文
部
省
留

学
生
に
選
ば
れ
た
。
美
術
の
分
野
の
文
部
省
留
学
生
は
従
来
本
校
教
官
、

卒
業

生
に
限
ら
れ
、
帰
国
後
本
校
の
教
壇
に
立
つ
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
て
い
た
。

（
和
田
は
正
木
直
彦
や
黒
田
清
輝
の
期
待
に
反
し
て
教
官
と
な
る
こ
と
を
辞
退
し
た
。）こ

の
よ
う
な
美
術
家
奨
励
法
は
生
徒
た
ち
の
夢
を
か
き
た
て
、
制
作
意
欲
を
燃
え

上
ら
せ
る
一
因
と
な
り
、
そ
こ
に
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
活
気
が
生
じ
た
が
、

反
面
、
文
展
入
選
の
み
を
目
ざ
し
、
平
常
の
勉
強
を
疎
か
に
し
か
ね
な
い
風
も

生
じ
、
学
校
当
局
を
悩
ま
す
こ
と
と
も
な
っ
た
。
な
お
、
本
校
は
創
設
以
来
い

わ
ゆ
る
純
正
美
術
と
美
術
工
芸
を
同
列
に
置
く
立
前
で
あ
っ
た
の
で
、
文
展
に

お
い
て
工
芸
部
門
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
本
校
工
芸
方
面
の
人
々
の
憤

慨
を
招
き
、
彼
ら
を
中
心
と
す
る
工
芸
の
文
展
参
加
運
動
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

同同

四
十
三
年
七
月
十
一
日

⑪

大
沢
三
之
助
の
留
学

本
校
図
案
科
主
任
教
授
大
沢
三
之
助
は
、
明
治
三
十
九
年
十
月
二
十
四
日
付

で
文
部
省
よ
り
「
建
築
装
飾
研
究
ノ
為
満
三
箇
年
間
英
國
佛
国
及
伊
國
へ
留
学

ヲ
命
ス
」
と
の
通
知
を
受
け
た
。
留
学
期
間
中
の
図
案
科
建
築
学
の
授
業
は
、

大
沢
に
代
わ
り
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
助
教
授
関
野
貞
に
嘱
託
さ
れ
た
。
留

学
期
間
中
の
履
歴
を
「
東
京
美
術
学
校
旧
職
員
履
歴
書
」
よ
り
転
載
す
る
。

明
治
四
十
年
一
月
廿
四
日
横
濱
解
痙
留
學
ノ
途
に
上
ル

四
十
一
年
四
月
廿
七
日
明
治
四
十
一
年
八
月
三
日
ョ
リ
英
國
倫
敦
ニ

開
催
セ
ラ
ル
ヘ
キ
第
三
回
萬
國
美
術
會
議
へ

出
席
ヲ
命
ス
（
文
部
省
）

日
英
博
覧
會
横
濱
正
金
銀
行
支
店
設
計
ノ
為

名
昏
大
賞
ヲ
受
ク

蹄
朝
ス

十
月
十
九
日

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
の
通
信
記
事
に
よ
る
と
、
大
沢
は
、
明
治

四
十
年
二
月
二
十
四
日
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
到
着
し
、
シ
ア
ト
ル
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
経
て
、
明
治
四
十
年
三
月
渡
英

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
四
十
一
年
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
パ
リ
に
滞
在
、

同
四
十
二
年
秋
に
は
イ
タ
リ
ア
を
訪
問
し
て
い
る
。
明
治
四
十
一
＿
一
年
三
月
に
は

国
費
留
学
満
期
と
な
る
が
、
私
費
留
学
廷
期
を
願
い
出
て
許
可
さ
れ
て
い
る
。

同
四
十
三
年
九
月
三
日
英
国
発
の
加
茂
丸
に
て
帰
朝
。
帰
朝
後
は
、
建
築
学
会

の
常
議
員
と
な
る
。
ま
た
、
明
治
四
十
四
年
の
四
月
と
五
月
の
『
美
術
新
報
』

に
「
第
三
回
万
国
美
術
会
議
に
就
い
て
」
の
報
告
を
発
表
し
て
い
る
。
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